
 

 

 

 

 

 

 

 

 

行方不明になった方の多くが、地域のみなさんの声かけによって発見されています。 

 

●「見守り声かけ体験」では、認知症役の人に声をかける体験を通して、認知症の方の特徴

や、適切な対応の仕方を学ぶことができます。 

●令和６年４月より開始した「高齢者等見守りシール」の二次元コード読み込み体験を 

予定しています。 

●認知症の方の特徴がわかり、声のかけ方を知っていると、市内で困っている認知症の高

齢者の方を見かけたとき、積極的に声をかけることができます。その一声が、命を救うこ

とにも繋がります。ぜひ、ご参加ください。 

 

会 場 北部コミュニティセンター 大ホール 

対 象 市内在住・市内在勤 

人 数 15名程度 （グループに分かれます） 

参加費 無料 

服 装 

 

持ち物 

動きやすい服装・飲み物 

スマートフォン（見守りシールの読み込み体験を希望の方） 

申込方法 11 月５日(火)までに、北部地域包括支援センターへお申込みください。 

認知症 

見守り声かけ体験の開催 
令和６年１１月１２日（火） 

午前１０時から１２時（受付開始 ９時４５分） 
 

 

問合せ先：北部地域包括支援センター ０４７６－３６－７７２５ 

富里市高齢者福祉課   ０４７６－９３－４９８１ 

 


